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原発再稼働・原発輸出どころではありません 
命の源である海をこれ以上汚染しないで！ 

 
内閣総理大臣 安倍 晋三様 
経済産業大臣 茂木 敏充様 
原子力規制委員会委員長 田中 俊一様 
 
１．汚染水漏洩・流出事故について、 

日本政府の責任を明らかにして集中して取り組み、 
原発再稼働及び原発輸出のための作業を中断すること。 

新規制基準では、汚染水流出は想定外であり、他の原発でも 
同様の事故は避けられないことから、原発再稼働のための審査は中断すること。 

２．海の汚染を防ぐために最大限の努力をすること。タンクの汚染水について、より強固
で耐久性の高い方法で貯蔵し漏れを防ぐこと。意図的な放出は絶対に行わないこと。 

３．原子力推進機関とは独立な立場にある国内外の専門家により、国際的な叡智を結集し
て対応にあたること。 

４．透明性を確保し、経産省の汚染水処理対策委員会を含む全ての政府関連の会議を公開
すること。凍土方式等の対策については、公開の場で早急に再検証を受けること。 

５．「状況がコントロールできている」「汚染水の影響は、原発の港湾の中で完全にブロッ
クされている」という IOC の場での安倍首相の発言を撤回すること。 
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＜この署名は国際的に取り組まれています＞ 

◆安倍首相の IOC での事実無根のプレゼンテーション 
 安倍首相は IOC のプレゼンテーションで「（汚染水をめぐる）状況はコントロールでき
ている」「汚染水による影響は、福島第一原発の港湾内で完全にブロックされている」と
発言しました。日々汚染水が漏れ出ており、政府の対応が後手後手にまわっていること、
汚染水の影響が及ぶ範囲は不明であることが事実であり、安倍首相の発言には根拠はあり
ません。 
 
◆汚染水の深刻な状況：大切な海をこれ以上汚染しないで！ 

東電福島第一原発事故による海洋汚染が深刻な状況です。地下水を通じた流出やタンク
からの高濃度汚染水の漏洩について、緊急な対応が迫られています。もう一つの事故が起
きたといってもよいほどです。 

3・11 事故で大気中に放出されたストロンチウム 90 は約 140 兆ベクレル、広島原爆
で放出されたストロンチウム 90 は約 58 兆（旧保安院の試算）ベクレルですが、8 月に
タンクから漏洩した約 300 トンの汚染水には約 30 兆ベクレルのストロンチウム 90 が含
まれています。気象研によれば、別に 1 日約 300 億ベクレル（２年半で約 25 兆ベクレ
ル）のストロンチウム 90 が湾外に流出しています。広島原爆に匹敵する規模です。 

溶けた燃料の冷却水を完全に閉じ込めるための対策は全く目処が立たない状況です。凍
土方式が提案されていますが、その実現可能性や有効性にきわめて大きな疑問があります。 
 命の源である海をこれ以上汚染してはなりません。国際的に大きな問題です。海の汚染
に対して、漁業者は怒りをあらわにしています。 
 
◆原発再稼働・原発輸出どころではありません 
 東電に対応能力がないのは明らかです。しかし、日本政府はこの問題に正面から取り組
もうとしていません。原子力規制当局は、原発再稼働のための審査に人員を割き、経産省
は汚染水対策をゼネコンたちの営業の場として秘密会合を繰り返し、安倍首相は原発輸出
のためのトップセールスに飛び回わっています。 
 政府は、いまこそ、原子力推進機関から独立な立場にある、国際的な叡智を結集し、海
の汚染を防ぐために最大限の努力をすべきです。タンク中の高濃度汚染水を処理して意図
的に放出することが検討されていますが、これを絶対に行うべきではありません。 
 原発再稼働や原発輸出どころではありません。原発の新規制基準は、重大事故時の海へ
の放射能流出の抑制を求めていますが、電力会社が申請しているのは、フェンス張ること
や土のうを積むといった対策です。これ
では福島と同様な汚染水流出事故をとて
も防ぐことはできません。このような審
査を続けても全く意味がありません。 
 
 
 
 
 
 
 


